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まえがき 

 

 本計算書は，Ⅴ-3-1-5「重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラス２支持構造物の強度計算の基本方針」及びⅤ-3-2-9「重大事故等クラス２

管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。 

 評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語については，Ⅴ-3-2-1「強度計算方法の概要」に定義し

たものを使用する。 

 

・評価条件整理表 

機器名 

既設 

or 

新設 

施設時の

技術基準

に対象と

する施設

の規定が

あるか 

クラスアップするか 条件アップするか 
既工認に

おける 

評価結果

の有無 

施設時の

適用規格 
評価区分 

同等性 

評価区分 

評価 

クラス 
クラス 

アップ 

の有無 

施設時 

機器 

クラス 

ＤＢ 

クラス 

ＳＡ 

クラス 

条件 

アップ 

の有無 

ＤＢ条件 ＳＡ条件 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

圧力 

(MPa) 

温度 

(℃) 

非常用ガス処理系

フィルタ装置 
既設 有 有 DB-4 DB-4 SA-2 無 0.025 150 0.025 150 ― S55告示 同等性 a.(a) SA-2 
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1. 計算条件 

 1.1 計算部位 

   概要図に強度計算箇所を示す。 

 

 

図中の番号は次頁以降の 

計算項目番号を示す。    

図1－1 概要図 

 

 1.2 設計条件 

最高使用圧力(MPa) 0.025 

最高使用温度(℃) 150 
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2. 強度計算 

2.1 ダクトの厚さ計算 

   機械工学便覧（設計・建設規格 PPC-3411(1) 参考） 

 

名称   (1)ケーシング 

材料    

ダクト長辺寸法 ａ (mm) 1700 

ダクト接続材・補強材の接続ピッチ ｃ (mm) 1000 

単位面積当たりのダクト鋼板の質量 Ｄｐ (kg/mm2)  

ヤング率 Ｅ (MPa)  

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.025 

最高使用温度における設計・建設規格

付録材料図表 Part5 表5に規定する材

料の許容引張応力 

Ｓ (MPa)  

ダクトの計算上必要な厚さ ｔ (mm) 1.51 

面外荷重によるダクト板の最大変位量  δｍａｘ (mm) 17.92 

最小厚さ  (mm)  

評価：最小厚さはダクトの計算上必要な厚さ以上であり，強度は十分である。 

 

 2.2 ダクトの応力計算 

   機械工学便覧（設計・建設規格 PPC-3411(1) 参考） 

 

名称   (1)ケーシング 

材料    

ダクト長辺寸法 ａ (mm) 1700 

ダクト接続材・補強材の接続ピッチ ｃ (mm) 1000 

単位面積当たりのダクト鋼板の質量 Ｄｐ (kg/mm2)  

ヤング率 Ｅ (MPa)  

最高使用圧力 Ｐ (MPa) 0.025 

最高使用温度における設計・建設規格

付録材料図表 Part5 表5に規定する材

料の許容引張応力 

Ｓｈ (MPa)  

一次応力 Ｓｐｒｍ (MPa) 67 

ダクトの厚さ ｔ (mm) 9.0 

面外荷重によるダクト板の最大変位量 δｍａｘ (mm) 8.11 

許容応力  (MPa)  

評価：一次応力は許容応力以下であり，強度は十分である。 
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